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多くの問題を抱える家庭への保育所における支援 :
保育所長へのインタビュー調査を通して
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研 究 紀 要 第３１巻 25
「３月に移動先が決まると，市の職員会議をするんですけど，その時は，文書で整理をして，『この子どもさんはこうで
す』ということを引き継ぎとしてやっています。」
「（市の）連絡会議には私が出席します。（要支援家庭に関わる）事実については，担任や，園内研修の時とかにみんなに
話します。守秘義務はありますけど，その子が延長保育をしているので，担任だけではなく，他のクラスの先生が関わっ
ている時に，知らないでは困る。また，年度が変わると担任も変わるので，私は情報は共有した方がいいと思っているの
で，事実については隠さずに（園内に）話すようにはしています。」
「私も，担任も，夫婦間の問題とか立ち入れない部分があります。けれど，子どもの成長発達のことやその日の１日のこ
とをお知らせしながら，家庭の様子もお聞きするんです。担任は『お父さんにも協力してもらってくださいね』とか，た
とえダメでもそうゆう風に言葉をかけるようにしているのですけど。」
「園内のコミュニケーションと連携を密にすることを心がけています。例えば，B児のクラスでいうと，複数担任なんで
すが，２人の複数担任だと１人は新任なわけです。そうするとAさんとBさんの２人の保育士に対しては，母親は言う
ことが違うわけですよ。お母さんが『Aさんの保育士からはこう聞いたけど，Bさんからは違う』とかね。だから，本当
に２人が揃っている時には『お母さん，このように先日おっしゃいましたよね？』と確認している。そうじゃない家庭も
あるけど，でも言っていかないと辻褄が合わなくなっていく。」
「B児の母親に上手くごまかされてしまっていることを新任の保育士も感じています。『私は新任保育士だからですか
ね』って自信をなくしてしまうようなことがある。私は『お母さんは先日私にこういうふうにおっしゃいました。けれど，
もう一人の担任にはこのようにおっしゃっていたんですね。そこの所はどのようになっているんですか？』という風に言
うように指導してます。そうしないと，うまくすり抜けられるんです。B児の母親にはね…。新任の先生に対しては，全
てごまかすというわけではないですけど。」
「このケースについては，母親にごまかされたり，嘘をつかれたりということがあります。新任の保育士には『お母さん
には具体的に聞いたほうがいいですよ。そうしないと，２回目，３回目と，母親は嘘つけばすり抜けられると思っちゃう
から。そこはね，きちんとおさえてください』と指導します。
「ケースは違っても，様々な問題を抱えた家庭はいっぱいあります。でも，子どもが保育所に来ないことには始まらな
い。子どもが来てしまえば，子どもがお友だちと関われるのでね。まずは保育所に登所するということが大事なんです。
ちょっと昔だと考えられないけれど。一生懸命働いているお母さんもいれば，最近は，離婚も増えていますね。」
「保育所では，家庭の実態把握することが重要だと思います。そして親から信頼してもらう保育士であることが必須条件
です。親と保育士が信頼し合わなければ，支援をしていくことはできないと思います。保育士は保護者の話しを聞くこと
しかできませんから。」
「保育所の中だけの保育ではなくて，専門的な知識だったり，ソーシャルワークみたいなものも，やっぱり保育士は幅広
く勉強するっていうことかなって思います。ここ１～２年，家庭支援とか，発達障害の問題とか，その保護者の方の支援
とか，そういう研修の方が多くて，保育技術の研修は少なくなりました。■■■（＝療育施設）とか児相とか，県でやる
研修は毎月ですね。順番でほとんどの保育士が参加します。１回の研修に２～３名は行っています。今は，自分のクラス
に（支援が困難な家庭や子どもは）いないけども，やっぱり，そこの研修に行って，見たり聞いたりするっていうことは
大事ことだと思うので順番で研修に行っています。市内には保育所が９つあるので，各園で，必ず代表が行って，そのこ
とを園内研修で発表するようにしています。かなり研修の内容は変わりましたね。家庭支援，保護者支援っていう部分
が，虐待がある無しに関わらず，幅が広く，深くなってるんでしょうね。」
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